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ロジスティクス研究の、今までとこれから
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日本社会にロジスティクスを軽視する風潮があるためか、大学教育の中でもロジスティクスの地位は定着していない。ロ























































平成 25年（2013）の 9月には、現在会長を務めている日本物流学会の創立 30周年の記念大会が、東京海洋大学越中島キャ
ンパスで開催された。自らの研究期間とほぼ同じ年齢の学会の記念行事を、定年を迎える年度に自分の職場で開催できたこ
とは、望外の幸せだった。周囲の方々の温かいご配慮を、決して忘れることはできない。
こうして定年を迎えられたことは、多くの皆様の支えがあったからであり、お呼びいただいた西山先生をはじめとして、
大学の教職員と学生の皆様には、ただただ感謝の気持ちで一杯である。
これからは、書きためてきた原稿をまとめながら、「ロジスティクスのあり方」を考えてみたいと思っている。と同時に、
応援団の一人として東京海洋大学の発展のために声援を送りたいと考えている。
長い間、大変にお世話になりました。皆様、本当に有り難うございました。
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